
第３学年○組 数学科 学習指導案

指導者 ○○ ○○
１ 単元名 三平方の定理

２ 単元について
（１）指導観
学習指導要領では，三平方の定理について第３学年の内容「Ｂ 図形」領域のなかに「観察，操作

や実験などの活動を通して，三平方の定理を見いだして理解し，それを用いて考察することができる
ようにする。ア 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知ること。」と位置づけてあ
る。三平方の定理は，ユークリッド幾何学の中でも大切な定理とされ，この三平方の定理を導入する
ことにより，ユークリッド空間上の二点の長さを求めることが可能となった。三平方の定理の起源を
文献等で調べると，その多くが測量に関することで記述されている。特に，有名なのは古代エジプト
時代，毎年ナイル川の氾濫によって失われた農地を復元するために測量の技術が研究され，経験的に
三平方の定理を利用していたという話である。人類が三平方の定理を見いだしたことで，15 世紀の大
航海時代にはこの定理を利用した三角測量が必要とされ，また現代では，立ち並ぶ超高層ビルや高速
道路のような大きな建造物をつくることを可能にしたといえるだろう。
本単元は，「空間図形」「図形の合同」「平方根」「二次方程式」等のまとめとして「数と式」と「図

形」の二つの領域を複合して学習することができる良さがある。直角三角形の３辺の関係を１つの式
で簡潔に表現できるという，代数的・幾何的に調和の保たれた美しさをもつ三平方の定理の証明方法
は，200 以上もあると言われている。それだけ魅力的な定理であり，中学生でもパズル的な操作によ
る方法や等積変形の操作による体験的な活動を通して証明することが可能で，三平方の定理の証明が
もつ魅力を十分に味わうことができる。また，図形の中に有効な直角三角形さえ見いだせば，この定
理を活用することで今まで求められなかった辺の長さを実測することなく計算によって求めることが
可能になる。線分の長さだけでなく角の大きさ，面積や立体の体積などの計量も可能になる。三平方
の定理の学習は，学習したことの有用性を強く実感できる単元であるため，この定理を様々な場面で
活用していく力を身につけさせたい。
以上のことを踏まえ，本単元では生徒に三平方の定理を発見させる体験的な活動から始め，図形の

性質を，二次式 a ２ +b ２ =c ２ で表現し代数的な処理ができるすばらしさを感得させたい。さらに，
多くの場面で三平方の定理を活用することにより，図形の性質の考察や計量に利用できるのだという
ことを実感させ，数学を学習する楽しさを味わわせたい。またこの単元の学習を通して，生徒達が本
校の学校教育目標に掲げる「自ら学び，自ら考える生徒」に近づけるような授業実践をおこないたい。

（２）生徒の実態（男子 名 女子 名 合計 名）
【実態調査】
アンケート項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
関心意欲 ①図形の学習は好きか イ
態度 ②計算は好きか イ

見方や ③※１の正方形の面積は？ ◎
考え方 ④※２の ABの長さは？ △

⑤ｘ
２
＝ 49 ◎

表現処理 ⑥ｘ
２
＝３

２
＋４

２
◎

⑦ｘ
２
＋５

２
＝１０

２
△

⑧※３の円錐の体積は？ ◎
知識理解 ⑨３

２
＝ ◎

⑩(√５)
２
＝ ◎

アンケート項目 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ※１ ※２

関心意欲 ①図形の学習は好きか

態度 ②計算は好きか

見方や ③※１の正方形の面積は？

考え方 ④※２の ABの長さは？
⑤ｘ

２
＝ 49 ※３

表現処理 ⑥ｘ
２
＝３

２
＋４

２

⑦ｘ
２
＋５

２
＝１０

２

⑧※３の円錐の体積は？

知識理解 ⑨３
２
＝

⑩(√５)
２
＝



◎（十分満足）▲（誤答）△（無解答）

実態調査項目①,②については，以下に示す５段階評定尺度法で意識調査を行った。
ア：とてもよくあてはまる イ：どちらかというとあてはまる ウ：あてはまらない エ：どちらかというとあて

はまらない オ：まったくあてはまらない

【考察と指導観】

本学級の全体的な傾向としては，学習態度は全体的に落ち着いているが，発表はやや消極的である。

特に，数学に苦手意識を持つ生徒が多く，計算問題にも自信の持てない生徒がいるため，機会を見つ

けては個別指導を行っている。しかし，仲間意識が強く，グループ活動等の中では理解できていない

友達や苦手意識の強い友達に対して，親切に教えてあげる関係も見られ，お互いに学び合おうという

態度が見られる。

実態調査問題①，②の結果から，既習の図形領域に対して苦手意識を持っている生徒の割合は約 37
％で，計算領域に対して苦手意識を持っている生徒の約 3 倍もいることがわかった。その反面，約 43
％の生徒が「図形の学習は好きか」という質問に対して肯定的に答えている。こういった生徒の実態

に対し，図形領域での学びをより確実なものにするために，操作等を取り入れた体験活動を重視した

い。

実態調査問題③は，三平方の定理の導入で必要となる考え方であり，正答率は約 47％もあった。本
時の展開ではこの考え方が問題解決のひとつの手立てとなるので，しっかり理解ができるよう丁寧な

指導を心がけたい。

実態調査問題④は，三平方の定理を活用して辺の長さを求める問題である。正答率は 0 ％で，現段
階で三平方の定理を活用できる生徒はいないことがわかった。

実態調査問題⑤，⑥，⑦は実際に三平方の定理を活用する形で出題された二次方程式である。各問

題の正答率は⑤が約 83％，⑥が約 77％であったものの，⑦に関しては約 23％の生徒が平方根を含む
式の変形が確実に処理できていないことから，正答率は約 53％にとどまる結果となった。この結果を
受け，本単元の学習を進めていく過程で意図的に取り上げ，確実に変形できるよう指導していきたい。

実態調査問題⑨，⑩ではいずれも 90％以上の正答率であった。本単元で必要な計算であるため，正
解できなかった生徒には意味理解を図るとともにきちんと計算ができるよう，個別指導を行いたい。

三平方の定理そのものは簡単であるうえ，意外性も強い学習である。図形領域に対する苦手意識を

少しでも払拭できるよう，この定理の有用性をしっかり感得させ，わかる授業の展開に努めたい。

３ 指導目標
（１）三平方の定理をいろいろな場面で活用しようとする態度を育てる。(関心・意欲・態度)
（２）直角三角形の３つの辺の長さの関係を具体的な観察や操作を通して調べさせ，三平方の定理を

発見させる。(見方や考え方)
（３）三平方の定理を活用できるようにさせる。(表現処理)
（４）三平方の定理の意味と，それが証明できることを理解させる。(知識・理解)

４ 指導計画(９時間扱い)

単元 指導目標 指導内容 観点別評価規準と評価方法
（時配） 関心･意欲･態度 見方や考え方 表現・処理 知識・理解

６三平方の定理 ・三平方の定理 ・三平方の定理 ・直角三角形 ・面積の間に ・三平方の定 ・三平方の定理
１三平方の定理 について理解さ とその証明 の辺の長さ 成り立つ関 理を使って とその逆の定
§ 1三平方の定 せこれを図形の (体験・言語) の関係に関 係が，辺の 直角三角形 理を理解して
理(3) 計量などに用い ・a ２+b ２=c ２

長 心を示し， 長さの関係 の辺の長さ いる
られるようにす さがわかって 三平方の定 として捉え を求めるこ (ノート,発表,プ
る いる直角三角 理を進んで られること とができた リント ,評価テ

形の残りの辺 調べること がわかる り，定理の スト)
の長さを求め ができる (観察 ,ノート , 逆を使って
る (観察 ,ノート , 発表,評価テス 直角三角形

・三平方の定理 発表) ト) を指摘する
の逆について ことができ
知る る

(観察 ,ノート ,
発表,評価テス
ト)



２三平方の定理 ・三平方の定理 ・平面図形への ・正三角形の ・三平方の定 ・三平方の定 ・三平方の定理
の利用 を使っていろい 利用 高さや弦の 理を使うた 理を使って を用いて長さ

§ 1平面図形へ ろな問題を解く ・座標平面上で 長さ，また めに，長さ 線の長さを が求められる
の利用(2) ことができるよ の２点間の距 直方体の対 を求める線 求め，それ 場面を理解し

§ 2空間図形へ うにする 離 角線の長さ 分を 1 辺に らをもとに ている
の利用(2) ・空間図形への 等を求める 持つ直角三 してさらに (ノート,発表,プ

○章末問題(2) 利用 時に三平方 角形を図中 面積や体積 リント ,評価テ
の定理を利 に見いだす を求めるこ スト)
用すればよ ことができ とができる
い事に関心 る (観察 ,ノート ,
を持つ (観察 ,ノート , 発表,評価テス

(観察 ,ノート , 発表,評価テス ト)
発表) ト)

５ 本時の指導
（１）目 標
・面積の間に成り立つ関係を，辺の長さの関係としてとらえ直すことができ，三平方の定理を発見す
ることができる。（見方や考え方）

（２）展開 【生徒指導の機能】

学習活動と内容 時配 指導と評価 資料
形態 (○指導 ※評価)

１．ピタゴラスと，定理を発見する要因に １０ ○今から約 2500 年も前に，ピタゴラスが寺院の前 ・ピタゴラ

なった敷石について知り，気づいたこと 一斉 の敷石の模様をみて，重要なことを発見したこと スの顔写真

を発表する。 を知らせ，本時の興味・関心を高めさせる。

・三角形がたくさんある。 ○敷石の模様を提示し，敷石の模様が，直角二等辺 ・敷石の模

・直角三角形の形をしている。 三角形とその各辺を一辺とする正方形でできてい 様を描いた

・正方形もみえてくる。 ることに気づかせる。 紙

・正方形のなかに直角二等辺三角形がある ○気づきにくい生徒には，色をつけた敷石の模様を

提示し，直角三角形とその各辺を一辺とする正方 ・ワーク

２．学習課題を把握する。 形でできていることに気づかせる。 シート

直角三角形の各辺を１辺とする

正方形 P，Q，Rがある。
P，Q，Rの面積の間にどのような
関係が成り立つか調べよう。

３．方眼のマス目を利用して斜辺を１辺と １０ ○斜辺を１辺とする正方形 Rの面積は，正方形 P，Q ・方眼用紙

する正方形 Rの面積を求める。 個別 と同様の方法で求められないことに気づかせる。

【生徒の予想】 ○正方形 R の面積の求め方を発見しやすいように，
A:内側の１ cm ２

の正方形の数と，半端な部 方眼のマス目を用いて考えさせる。その際，手立

分をうめて１つの正方形とした数との和 てが見つからない生徒に対しては，直角三角形を

として数えて求める。 もとにしてマス目を利用すればよいと助言する。

○ A の考え方は，正方形 R の内側にある１ cm ２
正

方形のマス目をひとつひとつ数え上げる方法なの

で，漏れ落ちの無いように数え上げることを助言

する。 【自己決定】

○ B の考え方で正方形の面積を求める場合，外接す
B:外接する正方形から余分な直角三角形 る正方形をはっきりと図の中に示すことで，四隅

４つ分をひく。 にある余分な直角三角形が見え，考えやすくなる

ことを助言する。 【自己決定】

○ C の考え方で正方形の面積を求める場合，中にで ・色鉛筆

きる直角三角形と正方形を色分けして考えると考

えやすいということを助言する。 【自己決定】

C:正方形の内側に合同な直角三角形をつく
り真ん中の正方形をたす。



○どのような見方や考え方で正方形 R の面積を求め
たらよいかわからなくてつまずいている生徒には

内容の理解度に応じて個別指導を行う。

４．斜辺を 1辺とする正方形 Rの面積の求 １０ ○自分の考え方をわかりやすく伝えるための工夫を

め方を発表する。 一斉 するよう，助言する。 【自己存在感】

A:内側の１ cm ２
の正方形の数と，半端な部 ○すべての発表を称賛した上で，方眼のマス目をひ

分をうめて１つの正方形とした数との和 とつずつ数え上げる求め方よりも，直角三角形に

として数えて面積を求めた。 着目して正方形 R の面積を求める方法のほうが，
B:外接する正方形から余分な直角三角形 より簡潔であることに気づかせる。

４つ分をひいて面積を求めた。 【共感的人間関係】

C:正方形の内側に合同な直角三角形を作り ○友達の発表を通して，斜辺を１辺とする正方形 R
真ん中の正方形をたして面積を求めた。 の求積方法について理解し，この後の活動の解決

の手立てとして活用するよう助言する。

【自己存在感・共感的人間関係】

５．直角をはさむ２辺の長さを変えて上と １０ ○以下のような，直角三角形の各辺を１辺とする３ ・問題をか

同じように，正方形 P，Q，R の面積を 個別 つの正方形 P，Q，R の面積をまとめる表を用意 いた紙

求め，表にまとめる。 し，関係を導き出す手立てとする。

① ② P Q R ・まとめ表

①
②
③

③ ○学習活動４で理解した正方形 R の求積方法を，こ
こでの解決の手立てとして活用できているかどう

か，机間指導を行いながら確認する。【自己決定】

○解決の手立てが理解できていない（正方形 R の面
積が求められない）生徒に対しては，学習活動４

をもう一度振り返らせ，求積方法を再度確認させ

手立てを持たせる。

６．表からわかったことを発表する。 ５ ○表から P ＋ Q ＝ R となっていることに気づかせ
・２つの正方形 P，Q の面積の和は，斜辺 一斉 る。 【自己存在感・共感的人間関係】

を１辺とする正方形 Rの面積に等しい。 ○ P＋ Q＝ Rという面積の間にある関係を，
P(＝ a ２

)Q(＝ b ２
)R(＝ c ２

)という直角三角形の

辺の長さの関係にとらえ直せることに気づかせ

る。

※面積の間に成り立つ関係を，辺の長さの関係とし

てとらえ直すことができたか。

（数学的な見方や考え方）〈発表〉

○ a ２ +b ２ =c ２ を理解できたか確認する。
７．三平方の定理をまとめる。 ５
【三平方の定理】 A 個別 ※三平方の定理を発見することができたか。

↓ (数学的な見方や考え方)〈発表・ワークシート〉

c b 一斉
○図形の世界と数式の世界を結びつける重要な定理

B a C であることを知らせる。

○図形や立体の中に直角三角形を見いだし，三平方

a ２ +b ２ =c ２
の定理を利用することで，実測しなくても図形の

計量ができるという有用性をおさえる。


